
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「心の鬼」を追い払う豆まき集会 

２月３日（月）の節分の日に、１～６年

生による豆まき集会が行われました。 

保健委員会が節分や豆まきについてわ

かりやすくパワーポイントを使って説明

し、学年代表の児童からは自分の追い出

したい鬼の発表がありました。その後、年

男年女にあたる５年生が各教室へ豆まき

に出かけ、学園内の鬼も追い出しました 

また、今年も節分に合わせ、本校の卒業生である結城智世様ご夫妻が来

校され、落花生をプレゼントしていただきました。 

結城智世様は、岩渕地区のご出身で稲田小学校・中学校の卒業生です。

現在は地元を離れて会津美里町在住ですが、本校児童生徒のためにと、毎

年落花生をプレゼントしていただき、今年で４年目になります。 

いただいた落花生は、豆まき集会に合わせて子ども達に配布させていた

だきました。結城様ご夫妻には心より感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。 

 

中学生による模擬議会 
２月３日（月）、須賀川市議会議場において、中学生による模擬議会が行われ、本校から８年生の●●●

●さんと●●●●●さんが参加しました。 

その中で、●●さんが高齢者ドライバーの交通事故対策や免許証返納に対する市の対応について質問し

ました。その質問に対して、須賀川市長や須賀川市の担当部長が答弁していました。 

 中学生による模擬議会では、その他台風被害とその復興やtetteの利用、須賀川駅周辺部の再開発計画、

校舎や体育館のＬＥＤ電球への切り替え等について各学校の議員から質問があり、本当の市議会と同じよ

うな質疑は繰り広げられました。最後に、二人とも模擬議会に参加しての感想を堂々と発表していました。 

今回のこの貴重な体験を生かしてほしいと思います。 
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○思いやりがあり、きまりを守る子ども 
○夢や目標をもって、自ら学び続ける子ども 
○心と体がたくましく、最後までがんばる子ども           学園マスコット 
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終了後の記念撮影 

「心の鬼」を発表する児童の皆さん ２年生の教室で豆まきをする５年生 

感想を述べる●●さん 議場で質問する●●さん 

結城ご夫妻からいただきました 



７年生立志式を行う 後期ブロック進級にあたって決意を発表 
２月４日（火）の立春の日に合わせて、

７年生が「立志式」を稲雲ホールで行いま

した。 

本来なら立志式は１４歳で行う儀式で

ありますが、本校では中期ブロック（５～

７年）の修了、後期ブロックへの進級にと

いう節目の儀式として位置付けて７年生

で実施しています。 

式では、参観に訪れた保護者の方々が

見守る中、校長から一人一人に立志証書を授与され、証書を受け取った７年生は堂々と胸を張って「誓い

のことば」を披露していました。その後、７年生を代表して●●●さんがあいさつを述べ、次に全員で合

唱「大切なもの」を披露しました。 

お忙しい中、多くの保護者の方々がご出席され、式を見守っていただきありがとうございました。 

４月からは後期ブロックに進級する７年生は、稲田学園をリードしていく立場になりますので、今後の

活躍に期待しています。 

６年生 早期部活動を行っています 

本校の小中一貫教育の特色を生かして、２月３日(月)から、６年生が一足早く中学校の部活動に参加して

活動しています。 

早期入部はあくまでも希望ですが、

先輩たちに交じっての部活動への参加

となります。 

約４割の６年生が参加を希望し、現

在、中学生に基本的なことを教えても

らいながら活動しています。保護者の

方々には、下校時のお迎えなどお世話

になりますが、よろしくお願いしま

す。 

校内書きぞめ展開催中 

現在、本校稲雲ホールにおいて、校内書き初め展が行われています。

冬休みの宿題として、それぞれの学年の課題を書き初めとして提出して

もらいました。（１・２年は硬筆、毛筆は希望者のみ）１年生から９年

生までの作品が一堂にそろって展示されているのを見ると、子ども達の

成長の様子が手に取るようにわかり、見ごたえがあります。ぜひ来校さ

れてご覧いただければ幸いです。 

また、先日福島県書きぞめ展の審査が行われて、本校から２名の児童

生徒が入賞するとともに、小中学校ともに奨励学校賞を受賞しました。 

書きぞめ賞    ９年 ●●●● 

書きぞめ奨励賞  ４年 ●●●● 

県立前期選抜出願 

２月６日（木）から県立高校前期選抜への出願が始まりました。本校か

らは３１名の生徒が９校の特色選抜・一般選抜に出願しました。また現段

階での進路確定者は１０名となります。今後出願先変更などが行われて、

３月４日（水）～６日（金）が入試本番です。 

今年から県立入試制度が大きく変わって、受験者全員が学力検査を行

わなければなりませんが、現在の９年生は良い雰囲気で受験に臨もうと

していますので、自分達を信じてがんばってほしいと思います。 

議場で質問する水野友仁さん 

先輩に教えられて活動する６年生（ソフトテニス部） 

立志式を行った７年生ですが、緊張した雰囲気の中で保護者の方々が見守る中、堂々と誓いの言葉を述べている姿を

見て、本当に成長したなと実感しました。実は７年生が小学校１年生の時に、私は須賀川市教育委員会に勤務していて、

当時の稲田小学校の１年生の授業を参観させていただいたことがありました。あんなに小さかった子ども達が、制服を

着て立派な態度で式に臨むことができているのですから、子ども達の可能性は本当に無限大です。本校のように小中一

貫の９年間継続した指導の有効性を改めて確認することができました。これからどんな８・９年生になるか楽しみです。 

稲雲ホールでの校内書き初め展 

立志証書を受け取る生徒 立派に代表挨あいさつする●●さん 


